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]幽スターート週□囲割曼 中嶋迫男
北河週スが――ツ賞の困雪尾
数多 くのオ リンピック選手を育成 し、日本のスピー ド

スケー ト界発展に多大なる貢献をされま した

釧路市スポーツ賞決定 (10/22)

岡安鉱宗氏 卿1路柔道連盟)受賞
今年度のスポーツ賞は釧路柔

道連 |′ !会 1( 岡安肱宗氏に決定

しました 岡安氏は釧路柔道辿
|イ 1で広‖t部長、Illl ll「 長、 lll会長

を経る一方で、北海道柔道連 ]′ l

メ|!′ l「、釧路 ||∫体fi協会りLll「・il「議去t、 釧路学校柔

道連 IR高J会長 。会長を経て、ljl在は北海道教育大

学釧路校柔道部OB会 会長と釧路柔道連 |イ1会長の

lTlデ iを担っています.

岡安氏は|イi和 34年 に北海道学芸大学01路分校卒

業後、勤務されたすべての小学校で柔道同好会を

指導し優勝に導くなど数多くの実績を残されてい

ます.退職後も湖畔小学校や太平洋スポーツ少年

|ヽ1の指導に情熱を傾け、武佐中学校柔道部の指導

では見事中体辿全道優勝に導くなど、柔道に対す

るひたむきな情熱と連 |ツ1における柔道の 1午及・振

興に多大な功ギiを残されましたc

|lt界で活rllす るスピー ドスケー ト

選「
・の逸材を数多く育成してきた釧

路スケー ト連 |ツ 1中嶋り|!:|「長が今年 1支

の北海道スポーツ賞を受賞しました

中|!し氏は|イ 1和 37年から日本スケー

ト界の選手として活片‖すると共に、

|lri和 46年以降は本道におけるスピー

ドスケー トの指j卓者として精力的に

活躍されています。

現在は釧路スケー ト辿 |′!理 ll長、

北海道スケー ト迪 |′ lり |!'li、 日本スケ

ー ト辿 |‖ |り |!ll「 としての |■責を引lい、

指導者の養成と技術ノ」の向 11に 大き

なメ〔献をされています

釧路では|1召和41年の川H栄 :虫 |`氏
に続く8人 日の受賞となり歴代メi献

者の中||||り入りをしました

釧路市長・市議会議長へ (12/21)

体育施設の補修、備品整備要請

釧路 ||∫体育協会では

||∫内社会体育施設の補

修改善 。例ill占 整備等に

1対 して13傷t技 |ヽJ体から

の要望 il卜をまとめ、llx

名 I「長と二瓶市議会議長に特段のごり|!解 とご配慮

を要請しました。

当卜1協 会からは張江会長はじめ北村高J会長、村t

地副会長、谷H専務 llll:J「の 4名が出席し、施設設

付iの現況 lり[|り lを 行い、「 1湿原の風アリーナ釧路

の備謂l幣 ll l等について 121大規模運動公国内体育

施設の幣付i、 面1用年数明れ 1日式何ill占 の更新につい

て (3｀老朽施設のJlり明補修についてJと 大きく3

項日に分けて包括的に要請しました (、 市長は「ス

ポーツ振ルtは IF政の重要 FI‐項と考えているので、

施設整引「は勿論スポーツ施設を充実させるシステ

ムづくりを考えたいJと |‖ 1答 されました。
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第40回全道中学スケートアイスホッケー競技大会
1月 8日 (≦≧)～ 10日 (日 )

氷都釧路で第40回 全迫中学スケート アイスホッケー大会が 1月
8日 開幕しました。

釧路市共栄中学校で行われた開会式には全道各地から430名 が集

まり勝利を日指し決意を新たにしましたc

3日 間の主な成績では、 釧路出身の女子スピードlooomで佐藤
真由 (釧路幣舞)が 6位に入賞、フィギュアでは男子Aク ラスで中

村優 (釧教大附属)が優勝。優勝が期待されていたアイスホッケー

では釧路鳥取、釧路西部、釧路北、釧路ユナイテッドの4チームが

出場しましたが、唯一釧路北中学校が 3位に入り全国大会への切符

をつかみました。

全道中学スケート・アイスホッケー大会は昭和45年 に第1口 |が帯

広市で開催され、釧路市では5回 目の49年が初の開催となりました。

以降、開催地は施設の関係で札幌、帯広、古小牧、釧路の4市が交

替で開催する状況となり、オリンピックのように4年 に 1巨14市で

開催するローテーションで半ば固定されたような形になっています。

今回は第40回 大会となり釧路での開催は10回 日となりました。

第59回全国高等学校スケート競技アイスホッケー競技選手権大会

の開会式が20日 、釧路市民文化会館で開催されました。釧路での開

催は13年ぶり4度 日となり、この後同市で開催される国民体育大会

との同時開催は3回 日となりました。

競技種目はスピードスケート、アイスホッケー、フィギュアの 3

競技で全国―を目指す熱い戦いが繰り広げられました。

主管校の釧路商業高校は3種 目を統括し開会式の企画運営を担当。

種目ごとではスピードスケートが釧路明輝高校、フイギュアスケー

トは釧路北陽高校、アイスホッケーは武修館高校がそれぞれの種目

を担当し、大会運営に万全を期して 1年間かけて準備を進めてきま

した。各会場では3校がそれぞれ所属連盟の競技運営に全面協力。

担当の生徒、教員は全国各地から来釧している選手、役員、報道関

係者に丁寧で明るく温かい対応に努めていましたっ

第65回国民体育大会冬季大会(く しろサッポロ氷雪国体)

が全国から1700名を超える選手・役員をお迎えし、国内最

大となるスポーツの祭典が実施されました。

今大会では、91路出身のフイギュアスケート柴田嶺選手

の宣誓、開閉会式を一本化したことによる皇族不在の開始

式、釧路開催では初となるショートトラック種目の実施な

ど、話題豊富な中での開催となりました。

大会期間中、フイギュア男女の優勝をかけた一戦、釧路

では珍しいショートトラック競技等を一日見ようという熱

心な市民が会場一杯に詰めかけました。また、各会場に設

置されたほっとスポットでは暖かい飲み物はじめ汁物が大

変な人気で終日込み合っていました。

釧体協だより 第58号

「氷都くしろ」で全国の高校生がスケ…卜・アイスホッケ…競技で熱戦
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屋内スピードスケート場見学
釧路市体育協会初の視察研修実施 (10/28)

釧路市体育協会役 it

並びに加盟団体の希望

者26名 が帯広市に新設

された屋内スピー ドス

ケー ト場の視察研修会

を行いました.

スピー トスケー ト場では帯広 ||∫教育委員会、文

化スポーツ振興則
‐
IJlの担当者からi移ιlり」を聞いた後、

リンクサイドに移動。リンクは400mダブルトラ
ックで、リンクの中央は緑のネットに円まれフッ

トサル3面、テニスコー ト6山 iが設置され広大な

多目的広場となっていました。 i訪 ||り当日は平 H

のためか、22年 1月 に開催される |IL界大会のにぎ

わいを、静かに待っている様子でした。

管内体育協会資質向上研修会
今年度から新事業開始 (11/28・ 29)

釧路管内辿絲協議会主

催による最初の「資質向

lllllF修会J が、 劇|1路凹丁体

育協会の主管により実施

され、終始円‖|に進行す

る中で成功裏に終 J′ しま

した。 1[IHは り‖会式、事例発表、4/Xの交歓会、

2H日 は講演、一般救急講召、日1会式と盛 りだく
さんの日程。 l‖ 目の事例発表は藤川幸司氏 (|1町

・

アイスホッケーリL事長)が、 2HHの 講演は東り〔
俊典氏 (東京エミネクロスクラッシャー)がユー

モアを交えて参加者に語りかけ、また、救急 1講 iイ

ではAEDを ftっ ての実技研修で出席者が主体的
に手を挙げて実技体験をしておりました。

,と 、
一

12/14～ 1/18(釧路アリーナ・本採コョL7■■
アリーナ )

3 長ぐつアイスホッケー
2/27,3/6(本 採アリーナ)

4 スキー
2/28(阿寒ロイヤルバレイ)

5 フィギュア
3/6・ 7(春採アリーナ )

ｒ

・

屋内リンクを見学する参加者 積極的に実技体験

釧路市冬季体育祭総合開会式は道新ホールで開催
5種 目 (アイスホッケー。長ぐつ 。カーリング・スキー 。フィギュア)の選手 。代表者参加

例年「交流プラザさいわいJで実施していた冬

季体育祭総合開会式が今年度は道新ホールで開催

されました。毎年、アイスホッケー連盟はこの開

会式後に教育長杯の表彰 。体育祭参力||チ ームの組

み合わせ抽選会を実施することから、アイスホッ

ケー参加選手約 200名が出席され、他の 4種 Hと

合わせて賑やかな開会式が行われております。

開会式では新しく教育長に就任された千葉誠一

氏が出席され、昨年度優勝した選手より優勝杯の

返還を受けレプリカを授与し、またご挨拶も頂戴

いたしました。

この後、釧路スキー連盟 佐々木悠子選手が力
強く選手宣誓を行い冬季種目の開ネとなりました。

冬季種日の大会 [1程は下記の通り

です。

1 カーリング
1/16。 17(柳 町スケートリンク)

2 アイスホッケー
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